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.
ス
ヲ
ン
4

ふ
軍
人
？

し
を
以
て
此
土
地
雙
装
ざ

h7
ノ
。
け
我
國
及
S

逸
學
界
の
弊
風
f

s

著
書
に
對 

プ
る
ff
t
t評
に
備
ふ
る
爲
：

§
,

字
旬
の
修
IH
lc
意

を

用

^ ,
- 

S

I

S

酷
I

未
f

防
ぐ
一
策」

し
“

人
“ 

大
に
之
を
歡
迎
I

f

得
梦
。
例
へ
.ば
本
文
に「

取
れ 

の
自
由
な
し」

i
あ
る
を
正
誤
に
て「

取
捨
加
減
を」

な
し.

デ
ン
賀
收
と
名
け
^
^
を
ろ
0

i

國
人
口
の
僧
加
率
表(

S

六
十
八
I
九
頁) 

「

割」

を
用
ゆ
べ
き
所
に「

％」

を
用
ゐ
允
6
。

獨
逸
外
願
實
易
品
種
百
分
率
表(

六
百
四
士
量)

中
千

%
ら

1

」

と
改
め
、「

增
馘
す
る
能
■

石

」

I

-
僧
減

し

a

一
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I.
.

.

.
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]

く」

と
な
し
、1.

常
に「

切」

を

「

多

ぐ
」

4

め
T
t

4
 

ノ

ゥ

/
<+
年
の
原
料
品
の
)1
入
割
合
は
百
分
の
四
十
八 

難
な
ろ」

を「

困
.難
な
る
場
合
多

し

1
と

な

せ

る

i
v

d
o

<

る
べ
き
を
百
分
の
五
十
八
と
ず
。

斷
言
殊
に
否
定
的
斷
言
は
輕
4

な

す

M

 

'
叉
巧
物
を
百
八
十
一
頁
に
は
力
、
才
と
な
し
' 
百 

I

。
 

I

一
八
i

ハ
頁
に
は
之
言
、r

な
し
、
四
百
八
頁
に
は
逆

前述の如く本
書は誤®若し
ぐは

不

可

解

の

點

少

な
 

ごニ散見せ翁のネ擧ぐれば、
米國の領土
 

#
張复剛する項に

「

千八百五十
三年には览
に進で
 

カツテン

G
a
d
s
d
e
n

を名メキシコ

f

 

i

 

C 

て

買

收

し

盡

し」
(

五

百

六

十

七

頁)

云

々

念

f

^ r
q 

,テ
レ

は

A
名

E

V

地

名

に

非

岁

。

此

年

メ

キ

、

v
r
r
f

 

I

,
し

t

 
土

地

は

ニ

ユ

i

メ

キ

シ

ロ

の

一

部

と
ア

リ

|

戾
し
J

、
才
4

5

四
百
二
十
：§

は
3

變
匕
て 

;

_
ヽ
ァ
と
な
れ
6

0「

コ
、

ァ」

は
多
分
英
語
の
.

「

コ
丨

ロ

」

 

c
o
c
o
a

の
訛
6
に
し
て
今
は
日
本
語
な
6
。
而
、し
て
力 

ォ

(K
a
k
a
s
)

は
獨
逸
語
な
る
を
以
て
、
日
本
語
の
ち 

る
以
上
は
英
語
の
轄
謙
な
6
と
は
云
.へ
日
本
語
な.
る「

rl 

、
ア」
を
用
ゆ
る
方
穩
當
な
ら
1
。

1
年
七
月
に
て
囊
3

れ
f

我
國

の

條

約

を

？

る
 

に
i
f
て

箸

者
は
屢
々
.

(

七
百
十
二
頁一

行
、.
七
百
十

三

M
八
行
、
七
百
十
七
頁
十
二
行
、七
百
十
八
頁
十
一
行
等) 

「

今
间
の
條
約」

云
々
な
る
字
句
を
用
ら
れ
允
る
^P、

明
治 

四
十
四
年
十
月
の
印
刷
に
係
る
著
書
を
讀
む
者
の
見
地
よ 

6
せ
ば
、
昨
年
七
月
览
■

せ
ら
れ
允
る
條
約
は
今
同
の 

絛
約
に
非
^
し
て
舊
條
約
な
6
。
勿
論
著
者
於
執
筆
せ
ら 

れ
fc
る
赌
に
は
舊
條
約
»

未
だ
實
施
中
な
6.
し
な
ら
ん
？ 

是
れ
は
出
版
前
に
訂
：正
せ
ら
る
ベ
き
喾
な
6
し
な
ら
ん
。

又
、
七
百
二
十
八
頁
に「

3
れ
ば
次
に
來
る
所
の
條
約 

改
正
に
ff
し
、
先
づ
第
一
に
日
米
間
に
期
待
す
る
所
の
名 

の
は
、
實
に
第11

條
但
書
の
撤
廢
1C
あ
6
と
稱
せ
ら
る」 

と
あ
る
名
、
此
伹
書
を
撤
廢
し
fc
る
日
米
新
條
約
は
本
書 

の
印
刷
に
先
つ
己
と
六
ヶ
月
前
に
枇
淮
の
上
發
表
せ
ら
れ 

^
6
。
此
現
ぢ
昨
年
四
月
以
前
に
執
筆
せ
ら
れ
把
る
名
の 

な
ら
ん
名
、
此
®
よ
6
僅
か
に
四
十
貢
を
超
へ
て
七
百
七 

士

資

に

至
6
日
米
«
^
約
に
論
及
せ
ら
る
、
を
^
る
の 

み
な
ら
梦
、
他
の
新
-«
約
を
名
併
せ
て
詳
評
せ
ら
る
、
に 

非
ず
や
。
本
書
は
此
部
分U

於
て
前
後
の
連
絡
を
缺
く
所 

勘
ら
^
る
が
如
し
:0

批
評
と
紹
■介

以
上
は
吾
人
の
本
書
に
對
す
る
遇
感
の
一
班
な
る
於
、
 

槪
し
て
論
せ
ば
本
書
は
上
卷
に
優
る
と
$
劣
ら
ぎ
る
一
大 

著
述
に
しV

、

吾
人
は
著
者
の
勉
勵
努
力
に
威
謝
す
る
と 

j

同
峙
に
前
書
と
共
に
江
湖
に
推
薦
す
る
こ
と
を
躊
躇
せ
次 

る
者
な
AN
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福
田
博
士
の
新
著
經
«
#
敎
科
書
は
四
十
四
年
最
後 

の.
收
雜
と
し
て
、
十
二
月
上
旬
を
以
て
世
に
出
で
*

6
。
 

通
卷
百
九
十
五
頁
、
全
部
四
號
活
字
を
以
て
組
み
t
れ
ば 

博
士
£

刖
箸
經
濟
學
講
義
は
勿
論
、
未
兖
め
儘
な
る
•國
民 

經
濟
原
論
に
比
ぶ
る
S
量
に
於
て
遙
に
小
な
6
。
是
れ
今 

\

囘
の
著
が
其
の
名
の
如
く
經
濟
學
の
敎
科
書
に
し
て
博
士 

の
目
的
は「

斯
學
の
極
要I

I

の
み
を
简
明U

說
述
せ
ん」

と
. 

.
す
る
^

'̂
^
^
る
を
以
て
^
ら
ん
。
然
れ
^
名̂
今
同
の
?̂'

..

於
分
量
に
於
て
爾
か
く
小
な
る
に
關
：は
ら
*
、
傅
士
の
謙

•

:
1
ー七.九」

.

.
•



1iII批
評
，l

紹I
介

:• 

づ
-

‘
以
て
I

欠i
u

i
i
i
f

。

つ

ね
^

M

S

I

f

提
i

る
：I

。.窘

’
 
f

 

歷

鲁

顏

I I
;

S

^

3

H

處
女
作
避
1

濟
原
論
は
猶
民
經
濟
發
達
の
階
？

比
皎i

•て
H
f

r-
C

n

f

對
し
費
用
i
利
用
u

■
£
す
る
を
以
て
^
ま
ろ
、
义

近

業

經

濟

學

馨

義

は

幕

耍

fr.
,
芽
斷」

是
f

 
i。i

十
六
頁)

是
れ
國
民 

供
給
平
均
I

前
、
卽
ち
生
產
論
S
-

をS

てl
i

づ

亦

經

濟

學

議

に

於

て

4

見
す
る 

f

結
4

る
1

て
I

論
I

I

關
す
I

 
士

の

學

■

す
T5
2

S

義S

ろ

(

博
士
の
思
想
f

新
定
義
に 

“I

宋
だ
#

て
發
音
れ
允
る
事
な
か
6
し
|
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し

P

へP
向
を
^
示
し
f

し
や
否
や
は
別
間
題
と. 

は
妓
に
大
な
る.
喜

を

以

て

左

に

此

書

の

容

』
| 

Jfr,

、
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定
義
S

に
至
て
重
要
f

き

を

す

可
し
。
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I

勤

む
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V

馨
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必

J

過

I
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可
き
所
？
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4

敎

響

は

先

.づ

人

開

生

活

の

活

動

の

原

因

f

 

f

の

行

爲

の

中

斯

く

« | 

I

f

明

を

以

て

始

l

a

而

し

て

吾

人

於

活

動

の

目

此

，了
,

I

指

し

て

經

濟

行

爲

と

云

ひ 

的

を

自

ら

意

識

す

る

#
は

之

i

望
と
云

.ひ
、
欲

望

の

充

十

ィ

パ

i

d
ナ

經

濟

財

4

S

々

J i
l

l

 

u
を

期

し

y

f
活

動

r
行

爲

と

云

ふ

.0

.(

九

I
十

一

頁j

 

び

'と
基

濟

上

の

憤

値

ぁ

f

の

、
爾 

J

、て
1
望

I

象

f

名のは一、外界
の自然物

o 

i

一
 

h
i後相照應して考

J

に、
傅士
 

デの自然力

.0
及
望
、馨

I

於、
之等

i

望

限

？
の見解を
支持せ

i

l

f

 
i

l

l

喜

の.
議
論
あ
之
れ
經
濟
學
講
義
於
再
三
繰
返
し
て
.縷
說
換
の
行
は
る 
>
滕
代
及
び
貨
幣
經
濟
の
赌
代
と
な
す
、
普 

VI 

す
る
所
な
れ
ば
、
再
び
述
べ
す)

基
礎
槪
念
は
之
を
以
て
通
の
學
說
を

.
雛

ヒ

物

々

交

換

の

滕

代

は

^

^

な

る

交

換

經 

終
る
。

'

濟
に
あ
ら
ず
、
敌
に
自
然
經
濟
は
卽
ち
自
足
經
濟
に
し
て.

第

I

篇
第
ニ
章
は
個
人
經
濟
、_

家
經
濟
及
ぴ
國
民
經
一
交
換
經
濟
は
卽
ち
貨
幣
經
濟
な
6
と
し
<
大
過
な
し
と
云 

濟
を
論
岁
。
傅
士
は
最
％
明
快
な
る
文
字
を
以
て
今
日
の
は
る
。
之
れ
博
士
の
宿
論
な
6
C
次
で
第
三
節
は
我
邦
經 

經
濟
紐
織
中
に
於
け
る
三
種
の
重
な
る
經
濟
單
位
卽
ち
家
Z

濟
發
達
の
槪
略
を
叙
べ
、
其
末
段
に
於
て
經
濟
階
級
を
分 

族
、
企
業
、
It
家
の
將
色
を
述
ぶ
。
日
く
、
家
族
經
濟
は|

ち
て
家
族
經
濟
、
都
市
經
濟
、
國
民
經
濟
と
な
す
、■獨

乙
.

j 

1

の
爲
め
生
產
を
營
み
、
企
業
は
生
產
の
爲
め
消
費
を
一
學
者
の
說
は
我
邦
に
適
用
し
難
し
i
說
き
、
次
に
章
を
改 

I 

な
す
、
國
家
經
濟
名
亦
1

を
主
と
し
、
生
産
を
從
と
す
一
め「

經
濟
學
の
意
義」

を
略
説
し
て
第
一
篇
は
終
る
。
 

J 

る
經
濟
單
位
に
し
て
、
此
點
家
族
經
濟
と
糧
^
6」

と
了
第
ニ
纗
生
產
論.
に
於
て
注
目
す
可
き
《
生
產
票
素
論
な 

一
 

(

三
十
一
頁)

而
し
て
1[
民
經
濟
は
是
等
家
族
、
企
業
、
國

\ 

6
?
博
土
は
先
づ
生
産
の
根
本
：

g
®

素
な
る
も
の
を
說
く 

. 

！ 

家
經
濟
等
の
單
位
を
包
括
す
る
絵
合
經
濟
に
し
て
領
土
、

ー(

ニ
發
働
ゆ
要
素.…

…

人
間
の
意
思(

ニ.)

實
行
の
®
幸…

人
口
、
財
産
私
有
制
度
"
經
濟
上
の
自
由
の.
四
者
を
成
立
一…

.
入
間
の
勞
罾
ご
こ
受
働
の
^
*
::::
自
然
界(

物
、力
、) 

J 

の
要
件
と
し
、
分
業
と
交
換
と
伫
よ
6

て
活
動
す
る
各
經

\

是
な
6
0
經
濟
發
達
の
度
低
き
滕
代
に
於
て
は
發
動
の
要 

.i 

.

濟
單
位
間
の
交
涉
に
よ
ろ
祓
雜
な
る
現
象
を
生
^
る
名
の..
一
素
と
實
行
の
要
素
と
は
同
'
 
一
人
の
兼
ぬ
ゐ
所
な
6
し
於
、
 

一
 

な
，り(

ー
，ニ

十

三

丨

三

十

七

页

)

. 

_.
今
日
に
於
て
は.「

發
働
の
要
素
と
し
て
企
業
ト
る
別
箇
の
：
 

j 

第
三
章
は
國
民
經
濟
發
達
論
な
る
が
、
•其
第
二
節
に
於
要
素
起
6」

叉
昔U

あ
6

て.
は
受
働
の.
要
素
は
軍
里
«

I 

18
1

<
®
«
m_

の
f

を
分
つ
て
交
換
な
き
肪
代
、
物
々
交
' 
あ
る
の
み
な
み
し
が
、
双
豸
旨
員
㈣
双
の
發
達
に
伴
ひ
此
、
;,
'

批
評
_,ど
紹
介 

.1

八.1



批
評
と
紹
介

18
2

る
、一I

を
f

 
f
。

故
I

ロ
生
看

：

 

f a
r
す

石
名の

(
一
)

企
業
、(I r)

勞働、

(

三)

土地、
.

ベ

四) 

資
本
？

0(
六六頁

)

ァ

ダ

ムスミス
に源

I

し

、

f
 

1
依
て
歲
め
ら
れ
I

爾
生
產
三
要
素
論
6

し
博
士 j 

か
M
滿
足
の
威
を
懷
か
れ
し
事
は
經
濟
學
講
蒙
讃
者

 ̂j

l

l

i
§

l
 

容
を&

介
す
る
は
紙
幅
之
を
許
1

1

以
て
姑
ら
く
®

^

i l

企
桊
の
S
達
及
び
意
義
を
說
く
ニ
«•
に
'

最
；： P

興

I

n

i

I I
l l
l f
l !
義

<

「

資本と

S

剩
 

僅

値

を

ま
I

的
を
以
て
便
用
せ
I

、
私
有
財
産 
一

\

 

に
し
て「

席
權
の
倍
加」

を
以
て
其
將
性
i
す
と
云
ま
れ
ヒ|

I

旧
自
己
保
存
と
收
益
の
獲
得
是
れ
資
本 

M
本
質
f

と

變

る

ゝ
i

s

?

s

す
f

の
と 

な
？

可
し
。
此
S

意
す
可
S

博

志
 

f
本
の
槪
f

s

る
に
方
つ
て
全
然
議
濟
的
若
し
く 
.

は
個
人
的
見
地
ょ
4

ら
れ
把
る
事
之
f

。
旣

に

着

lxlf

,
•
に
於
て「

資
本
と
は.
•：.
：.
私
有
財
產
？
 j 

i
云
は
るo

n

M

tt
會
■

ホ
、
叉

は

賣

經
f

、
を

否
定
せ
ら

る

、
事
明

白

な

ろ

，。 

， 

I 

.
第11

篇
を
f

終
れ
る
S

再.
S

め
に
® *
つ
て
卷
賓

一

冗
! ?
^

す
る
事
必
晉
i
 

S

經
濟
學
敎
科
&

I

H

■

は
普
通
I

f

 
I

產
交
換
I

篇

の

四 

、
k

k
分
^
れ
次
る
を
以
て
な
6

0
第
三
篇
は
题
し
て
 ̂

W

と
云〗

。
流
通
と
は
經
濟
的
單
位
問
の
價
値
的
交
換
關 

知
の.
龜
称
な
ろ(

百
十
一
頁)

靈
に
は
交
換
と
分
®
と 

f

ま
る
れ
ど
气
實
際
に
於
て
は
交
換
行
は
る
れ
ば
必
梦.

分
配
f

、
麄

x

i

f

篇

宴

管

よ

I

る

可

拿

し

て

。.
雨
者
は
離
し
て
S

 
4

能
は
f

s

 

な

-

O

と

は

傅

士 Q

見

解

f

ん

流

通

論

の

第

二

章

は

货

幣 

及
信
用
を
論
b
第
三
章
に
於v

•債
格
を
說

き

第

四

章

は

所 

得
を
說
明
す
。
貨
幣
論
の
中
にy

吾

人

の

注

意

を

麗

し
 

..杧
る

は

貨
幣
は
交
換
の
3?
具
に
あ

ら

^
し
て
流

I
の

要

IL
、

:

l

f
 
iは
經
濟
學
上
s
.

f
 w

o
t
f
s
s
ls
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I

の一

な
る
於
此
は
今
日
の
現
狀
を
說
明
す.
る
名
の
と
し
て
文
第
ニ
淵
}1
は
價
値
の
務
轉
に.
し
<
、

}
、
契
約
締
結
の 

は
事
實
に
合
せ
す
' 
叉
貨
幣
*0
起
原
を
說
明
す
る
名
の.
と

結

果

ニ

、
價
値
務
轉
の
總
殘
高
三
、
强
制
報
償.
の
三
あ
6 

しV

は
旣
に
歷
史
研
究
の
反
證
を
擧
ぐ
る
あ
6
、
博

士

の

從

-C
此
黠
ょ
/
ノ
所
得
を
分
類
す
れ.
ば
一.
、
契
約
所
得
ニ
、■ 

之
を
難
梦
る
事
旣
に
外
し
か
ろ
し
な
6
。
 

j

殘
高
所
得
ニ
、
强
制
所
#

の
三
種
類
あ
ら
と
云
ふ
。
從
來 

.

第
三
章
價
格
論
は
價
格
と
價
値
と
の
關
係
を
說
き
、
價
或
輯
の
所
得
於
生
産
費
の
一
部
を
構
成
す
る
や
否
や
は
分 

格
は
交
換
價
値
を
貨
幣
を
以
て
云
ひ
表
は
し
^
る
交
換
價
配
論
に
於
て
最
名
問
題
と
な
6
杧
る
點
な
る
好
、
博
士
の 

値
な
6
と
の
學
說
を
排
し
、
慣
値
は
價
格
を
定
む
る
諸
原

\

如
く
先
づ
所
得
の
*|
源
を
定
め
<
然
る
後
議
論
を
進
む
れ 

因
の
一
に
過
ぎ
ず
と
云
は
る(

一

五
八
丨
九
頁)

而
し
<
價

ば

此

紛

爭

は

！！

^P

明
快
に
解
決
せ
ら
る
、
に
非
^
や
、
卽 

.
格
を
定
む
る
原
因
は(

一
)

.
需
要
供
給
品
質
と
の
强
.|
|(

ニ)

ち
殘
高
所
得
以
外
の
名
の
は
悉
く
生
產
费
の
一
部
を
成
す 

需
要
供
給
の
數
量(

三)

貨
幣
利
用
及
支
挪
能
力
の
大
小
な
名
の
と
云
は
次
る
可
ら
ず
、
然
ら
«
殘
高
所
得
杧
る
名
の 

.
6
と
し
、
需
給
品
質
と
の
强
弱
と
し
て
利
用
及
費
用
の
關
は
何
ぞ
や
と
云
へ
ば
、
答
へ
<
莉
渦
之
な
6
と
云
夯
。
傅 

係
を
訛
明
し
限
界
利
用
の
法
則
、
最
高
生
產
费
、
最
低
生
士
の
言
に
從
へ
ば
地
代
を
以
て
餘
剩
あ
6
と
說
明
せ
ん
と 

產
費
の
法
則
等
を
說
明
す
。

試
み
ち
る
リ
ヵ
ー
ド
の
學
說
は
杧
か
所
得
の
中
に
殘
高
所

第
四
章
所
得
論
の
中
最
名
注
意
す
可
き
は
所
得
の
11
源

得

な

る

？
の
あ
6
と 
一

K

ふ
：
こ

と

を

數

へ
fc
る
點
に
於
て
取 

を
論
卞
る
一
節
な
み
つ
ー
七
六
丨
七
頁)

博
士
は
所
得
の
淵

\

る
可
し(

ー.
八
六
頁.)

と
云
ふ
。
長
き
瑭
間
を
取
6
V
見
る 

源
を
分
ち
て
第
一
疆
及
ぴ
第
二
疆
と
す
。
第

|

1

赌
は
is
約
所
得
、
强
制
所
得
沢
大
體
如
何
な
.る
高
に
歸
着 

は
經
濟
行
爲
に
し
て
細
別
す
れ
ば(

一
)

、
勞
働(

一一 :)

、
財
せ
ん
と
す
る
か
の
傾
向
は
看
取
せ
ら
れ
次
る
^
非
る
商
し

產
の
運
用
及
び(

1
ー)

、
勞
働
]1-

に
財
產
の
運
用
と
な
6
、
：

と
酿
、
其
は
別
問
題
に
し
て
、
或
所
得
舲
生
產
费
の
一
部
：

-
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I l
f

象
朝
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に
^

の
縱
論
横
議
盡
さ
 ̂
I

I
のi

作
I

〈

パ
兹
f

ん
這
讀
の
印
象
を
記
述
す
る
I

s

; 

く
？
の
f
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小
泉
信
三
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四

I

n

l

p

f

s
奮

'

性
質
甚
大
な

I

f

及
ば
し
來
つ
糸
の
で
ず
る
。

一
千
九
百 

^

一
 
年
の
爵
丨
こ
れ

*
嚣
譲
に
惱
夺
れ
把
一
つ

I

る
。
•

て

-
年

°̂
1

|

雜
|

量

|

1

|

|

げ
！

ゐ

る

ー

而

し

て

是

等

の

論

文

の

多

<
は

必

ず¥

&

|
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^

f
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l
h
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i

い
て
f
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必
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ソ

リ
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？
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の

裏

？

此f
 |
馑

々

二
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十
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S
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:
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し
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興
咏
の
尜
る
名
の
で
あ
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と
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ふ
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i

f
文
字
I

f

れ

て

1

0
卞 

な
f

 

f
 
&

籍

と
云
ふ
文
字
は
佛
蘭
西
で

衫

極

め

て

所

し
く

出

來
杞
劣
の
で
あ
る
。
恐
ち
<
初
め
は
.一
般
に
聯
合
紙
合
が|

其
共
同
の
利
慈
を 

搰
進
す
る
が
爲
め
に
採
用
し
杧
主
義
政
策
を
表
す
爲
块
亿
用
*>
5
れ
把
.の
で

85

為
ら
ぅ
が
、
最
近
に
茧
つ
.て
佛
蘭
西
で
《
此
言
葉
亿一

種
特
別
な
：る
意
味
が 

生
じ
て
來
tt
o
.el
l
ち
今
や
此
文
字
は
一
般
に
<
o§
f
s:
^
s-
o-
コ
G
S'
爪rale du 

Travail

1*
の
政
策
を
表
す
劣
の
と
認
め
b
れ
る
欉
に
爲
つ
抆
0
强
カ
を
以
て 

現
代
の
社
會
組
織
を
破
壊
し
，
今
の
所
街
者
の
手
か
ち
產
業
資
本
を
奪
つ
て 

此
芾
熬
勞
働
組
合
の
浙
有
に
之
を
移
す
と
云
ふ
の
茁
典
目
⑽
で
备
る
。
而 

し
て
道
般
の
目
的
を
赏
微
せ
L
む
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ち
る
、
一
手
段
は
と
云 

ふ
と
卽
ち「

1

般
同
11
腿
X
Jで
^
る
。
由
來
柳
蘭
西
の
^

#
la
合
は
之
を
一
一 

つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
。

1

は
苹
命
的
の
手
段
に
依
つ
て
其
目
的
を
速 

せ
ん
と
す
るsyndicate r

o
u
g
e
s

で
、
他

«
國

憲

の

許

す

範

闹

內

.
に

於

て

自
 

B
の
地
位
を
改
#
せ
ん
と
努
む
るSyndicats J

a
u
n
e
s

で
^
る
。
而
し
て
玆 

に
所
謂s

'sd
i
c
a
l
i
l

な
る
名
稱
H

の
目
酌
及
び
手
段
に
關
し
.て
使
用 

せ
ら
れ
つ
、
澎
る
迖
の
で
?>
る
0

■彼
は
次
でsyndicalism.

の
鮍
吹
者George S

o
r
e
l

の
意
見
を
其
、R

?' 

flexions Sul. la Violence* 

.に
^
つ

て

.
紹

介

し
^tQO 

S
o
r
e
l

日
く 

s
y
n
­

dicalism 

は
社
會
が
現
にGI

己
を
惱
し
つ
、
為
る
罪
の
两
を
縱
去
る
こ
と
の 

出
來
る
嚷
ナ
の
手
段
で
あ
る
、
而
し
て
.華
命
の
火
に
淸
洗
せ
ち
れ
•て
it
#
は 

世
ハ
最
8
崇
高
な
.る
理
想
を
實
現
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
^
る
と0

彼
は
更 

に
進
ん
て
.La

 C
o
n
b

奈ration G
6
n

ルrale 

d
u
.
T
r
a
v
a
i
l

の
起
源
か
ち1

千 

九
西
の
九
年
郎
ち
1
肫
々
$

に
起
つ
杧
郵
便
の
^
盥
罷
業
、
昨
年
の
三
月
'

比 
P

,
 

' 

^
3 

r 

.
!•
!. 
:
i;

班

m

i 
あ

分 

:'•
:

.'

末
に
起
つ
允
馬
耳
塞Inscrits Maritimes.
の

同

盟

紐

，業

、

同

年

丑

月

に
 

起
つ
把
南
部
鐵
^
の
1̂
11
褪
エ
な
ど
を
巾
心
と
1
て
#
¥
西
に
於
け
るsyn- 

d
i
c
a
l
i
s
m

を
説
明
し
、
政
府
の
政
策
、
及
び
之
に
對
す
る
社
會
主
義
者
の
輯 

度
を
述
べ
、
瑞
典
の
同
1
鵂
エ
か
ち
伊
太
利
のSyndicalism
龅
に
西
班
'牙 

の
.一

般
同
盟
罷H

に
**'

及
び
、
次
で
愈
々
英
國
亿
於
け
るSyndicalism

に 

就
い
て
筆
を
.進
め
て
ぬ
る
。

佛
の
言
ロ 

Jaur

2'
は

昨

年

十

二

月

十
：：！ 

Albert H
a
l
l

の
大
霤
R
臨
ん 

で
彼
は
最
近
十
ヶ
华
間
に
三
度
英
米
を
訪
ふH

が
其
都
度
感
ず
る
こ
と
は
英 

國
に
於
け
る
f

及
が
社
#
主
教
運
動
の
蓊
し
い
進
步
で
贫
る
と
云
つ
て
ゐ 

る
。
躍

に

Jaur

を

の

”
な
ら
ず
少
し
<
眼
あ
る
港
は
皆
同1

榡
の
感
に
打 

把
れ
る
こ
と
、

•思
ふ
。
然
し
な
が
ち
英
國
は
太
陸
と
は
違
ふ
。
英
國
民
に
は 

英
國
民
特
布
の
血
が
流
れ
て
ぬ
5
0
此
國
の
社
會
運
勅
運
動
に
は
自
ち 

大
陸
と
異
つ
た
色
彩
を
帶
ぴ
て
居
ら
ね
碎
な
ら
取
や
新
し
い
^
代
の
思
潮
に 

動
さ
れ
て
古
い
！
^

組
合
主
能
^
の
意
見
や
一
般
社
會
の
一
輿
論
は
如
何
な
る 

鐵
化
を
受
け
た
か
、
蓊
卷
の
|£
は
可
成
リ
^
ょ

<
z
を
寫
し
出
し
て
ぬ
る
。 

Svndicalism 

と 

Trade Unionism* 

Syndicalism 

と 

collectivism 

と 

の
關
係
な
ど
伸
々
に
面
白
{
論
じ
て
あ
今
特
に
先
顷
非
常
に
有
名
で
為
つ 

杧
所
謂O

s
b
o
r
n
e

判
決
の
影
#.
な
ど
に
劣
其
筆
を
及
ぼ
し
て
ぬ
る
0

吳
國
に
於
け
^Syndicalism 

,の
勢
カ
«
實
^
±
^
^
て
«
来
.た
13
ふ
 ̂

足
ち
ぬ
8
の
で
凑
る
か
名
知
れ
ぬ
。
然
し
な
が
ち
玆
亿
.蕕
ふ
可
さ
《
同
國
の
_
 

勞
俲
組
合
が
集
產
主
義
流
に
感
化
を
受
く
る
と
と
が
次
第
S
明
聰
と
爲
リ
つ

1
A
M 

-


